
南
懐
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
世
界
地
理
書
に
就
て

且

占

揮

信

太

郎

九川｡･t

大
'
坤

輿

外

紀

坤
輿
外
紀

一
食
は
晴
の
県
展
方
の
編
稗
に
係
る
｢

改

鈴
｣
叢
藩
や
龍
威
秘
番
等
ほ
入
れ
ら
れ
て
其
の
内
容
は

按
す
る
乙
と
は
容
易
で
あ
る
｡
刊
行
の
時
を
知
み
難

5'

が
､
記
す
所
の
珍
奇
在
る
為
し
ば
し
ば
印
行
rb
れ
て
ゐ

る
ら
し
い
｡
四
塵
紙
日
提
要
の
解
散
に
も
｢寒
)懐
仁
坤

輿
外
貌
;
別
有
=.,鼻
糞

巳
準
.於
錐
丁
此
本
摘
別
線
英
文
[

併
胴
三
共
国
軍
｣
云
々
と
あ
る
如
上

右
に
謂
ふ
金
本
p

即
ち
坤
輿
聞
詮
の
中
地
坪
的
怪
奇
と
で
も
云
は
る
べ
き

記
事
を
摘
出
又
は
簡
略
に
し
て

一
編
と
し
た
も
の
で
あ

る
0此
番
は
記
る
n
れ
ね
0
人
奉
四
元
行
､

互
鳥
異
歎
'

有
人
､
人
典
､
把
離
蘭
､
小
日
時
鑓
'
冬

至
口
短
､
聾

縮
懐
仁
が
東
郷
に
舶
介
し
た
せ
鼎
地
理
啓
に
試
て

石
三
奇
.
並
既
刺
'
騨
能
俸
種
､
並
附
加
旦
並
､
無
頼

典
'
樹
暫
鳥
卵
.
慨
面
'
長
人
p
典
鶏
､
無
封
鳥
'
掬

角
獣
'
鼻
角
.
乳
羊
'
般
茅
狗
､
大
傾
毒
殊
､
佐
藤
'

撒
剰
漫
大
森
.
胆
振
獣
'
獅
､
意
夜
鍋
､
蘇
'長
吻
鴇
p

廃
日
蛇
､
勝
院
展
､
四
縛
'
七
奇
､
海
族
'
海
産
等
の

物
語
タ
は
凡
そ
奇
異
を
も
の
ば
か
み
で
あ
る
｡

右
の
記
事
は
大
概
坤
輿
金
間
は
註
記
さ
れ
た
も
の
と

一
致
す
る
が
'
源
族

｡
海
産
等
の
候
は
反
っ
て
坤
輿
外

配
の
方
が
重
文
で
あ
っ
て
金
岡
の
記
事
は
途
中
省
略
さ

れ
て
ゐ
る
.
而
し
て
､
寧
ろ
､
乙
ゝ
で
は
'
文
民
職
方

外
配
に
坤
輿
外
配
の
文
章
其
健
を
見
出
す
こ
と
が
出
氷

る
｡
従
っ
て
'
酉
方
軍
紀
を
除
-
両
氏
の
三
本
の
関
係

は
利
鞘
肇
の
坤
輿
寓
図
金
閣
の
散
明
文
を
摘
出
し
て
坤

翌
三

四
九



地

球

賂
二
十
比
容

輿
金
岡
改
或
は
坤
輿
固
散
等
と
云
つ
ね
の
と
黄
白
､
両

氏
に
於

い
て
は
逆
に
先
づ
坤
輿
固
駄
二
巻
が

一
六
七
二

年
に
刊
行
さ
れ
p
更
に
二
年
を
経
て

一
六
七
凹
年
に
坤

輿
金
岡
が
出
水
穴
｡
そ
し
て
前
者
坤
輿
図
説
か
ら
坤
輿

外
紀
が
摘
出
ru
れ
な
の
で
あ
る
｡
乃
ち
岡
説
の
文
章
は

地
図
中
は
入
れ
る
馬
は
省
略
さ
れ
た
の
で
間
数
の
記
事

を
摘
出
し
わ
坤
輿
外
配
の
記
事
が
所
に
依
っ
て
は
金
岡

の
其
れ
よ
-
重
文
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
O
而
し
て
其
の

記
述
す
る
所
は
前
述
の
如
-

一
世
紀
近
-
も
前
の
利
鞘

肇

･
文
儒
帖
の
地
排
番
と
殆
ど
同

一
の
も
の
で
我
々
は

そ
れ
ら
の
間
は
質
的
の
相
違
を
見
出
す
乙
と
が
出
凍
な

い
｡
其
の
班
由
は
利
成
文
氏
叉
は
宙
氏
も
時
は
振
っ
て

も
､
同
様
の
枇
食
状
勢
に
あ
る
支
郡
に
於

い
て
'
同
戒

の
立
場
と
目
的
と
か
ら
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
朗
に
あ

る
で
あ
ら
う
｡

七
､
東
洋
史
上
に
及
ぼ
せ
る
影
響

南
懐
仁
が
欧
洲
全
土
の
耶
蘇
骨
士
に
磯
し
た
公
開
状

に
容
易
に
近
づ

き
得
な

い
玉
座
に
濁
-
数
撃
が
屡
々
天

･

手
の
そ
ば
に
陪
席
す
る
乙
と
､
ま
ね
支
那
に
於

い
て
は

静
六
鍍

望

四

五

〇

基
督
数
が
天
文
撃
の
外
衣
を
纏
つ
ヱ
向
官
に
近
づ

く
乙
.

と
を
報
じ

てゐ
る
ru
う
で
あ
る
｡

(
後
藤
末
碓
氏

廉
無

碑
と
ル
イ
十
四
世
‥
･史
撃
難
詰
四
二
の
三

二
八
八
再
三

参
照
)
此
の
乙
と
は
庸
氏
の
支
部

に
解
介
し
カ
地
園
や

地
班
鞍
に
就

い
て
7P
同
様
で
あ
ら
う
｡

耶
蘇
敦
宣
布
に
親
し
で
稽
々
の
工
作
を
施
さ
れ
て
ゐ

る
前
記
諸
藩
が
し
ば
し
ば
刊
行
流
布
さ
れ
た
乙
と
だ
け

で
､
そ
れ
が
耶
蘇
致
公
布
の
為
に
蔑
分
で
も
力
の
あ
っ

ね
こ
と
は
想
像
に
難
-
を

い
｡
更
に
又
そ
れ
は
利
喝
肇

や
文
儒
帖
の
紹
介
し
た
世
界
地
理
知
識
と
共
に
支
邦
人

に
新
世
邪
を
数

へ
薯

い
世
界
観
を
鼻
革
す
る
名
に
役
立

(1)

つ
ヵ
o
貌
源
が
林
則
徐
の
御
謬
し
た
四
洲
志
を
噂
補
L
で
一作

つ
ね
海
図
同
志
は
逆
光
二
十
二
年
(
一
八
四
二
)
に
六
十

巻
本
が
､
又
威
豊
二
年
(
一
八
五
二
)
に
は
.ri.um
怨
本
が
出

て
近
世
東
洋
に
於
け
る
世
非
地
班
藩
と
し
て
最
も
有
名

な
も
の
で
あ
る
､
此
藩
に
は
利
喝
嚢
の
坤
輿
寓
闘
金
岡
､

文
儒
略
の
職
方
外
紀
等
と
共
に
寓
懐
仁
の
坤
輿
金
岡
､

坤
輿
間
数
の
諸
藩
が
引
用
参
考
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
海
開



闘
志
巷
七
十
六
岡
地
線
輪
下
に
は

｢南
懐
仁
坤
輿
間
貌

糾
謂

牒

雌
雛

柵
鵠

鉱

舘

鯛
L
と
L
V
P
坤
輿
間
敦

の
文
章
を
多
-
引
用
し
て
ゐ
る
｡

(
坤
輿
登
園
の
両
税

固
改
二
幅
殆
ど
全
部
と
､
更
は
詳
細
在
所
79
あ
る
)
叉

逆
光
甲
辰
十
年
(
一
八
四
四
)
に
刊
行
さ
れ
た
海
外
番
夷

鉄
の
中
.
徐
朝
俊
輯
す
る
高
原
柴
求
摘
暴
在
る
藩
は
如

何
な
る
も
の
に
接
つ
ね
か
記
る
ru
れ
て
は
を

い
が
､
其

の
記
事
を

一
見
す
れ
ば
rJ
れ
が
文
儒
略
の
職
方
外
舵
か

或
は
南
懐
仁
の
坤
輿
金
岡
又
は
坤
輿
図
説
に
依
接
し
た

も
の
で
あ
る
rJ
と
は
明
瞭
で
あ
る
｡

滑
も
近
-
は
光
緒
丁
丑
十
四
年
(
-t
八
七
七
)
に
秩
藷

翌
の
輯
愛
し
た
小
方
壷
寮
輿
地
叢
砂
は
編
入
さ
れ
た
香

川

･
林
誹
の
纂
す
る
図
地
異
名
鉄
に
は

｢
美
洛
居
米
六

(
:甥

馬
路
各
等

終
息

響

｢
阪
大
多
棚

腎

日
多
脚

緋
厄
=
皮
佃
響

等
の
如
-
､
職
方
外
配
と
共
に
南
懐
仁

の
坤
興
国
故
が

大

い
に
利
用
せ
ら
れ
､
又
先
に
見
た
如

-
坤
輿
金
岡
は
十
九
位
配
車
ば
頃
に
夜
つ
玉

山皮
も
刊

行
さ
れ
で
ゐ
る
｡
両
も
此
の
刊
行
は
歴
史
的
資
料
と
し

て
為
さ
れ
た
も
の
で
は
な
-
現
賓
に
利
用
ru
る
べ
き
世

稀
懐
仁
が
或
郡
に
S･=
介
し
た
他
罪
地
規
啓
に
放
て

界
園
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
逆
光
二

十
九
年
(
.i
八
四
九
)徐
艇
愈
著
す
磁
場
志
略
中
､
劉
鴻

鰯
の
撰
し
た
序
文
の
初
め
に

｢
吾
閲
康
膳
年
間
酉
洋
懐

仁
坤
輿
全
図
｡
周
囲
九
寓
旦
O
寧
中
山
川
｡
城
郭
氏
物
｡

瞭
如
指
輩
｣
云
々
と
述
べ
ら
れ
'
又
其
の
終
身
は

｢
於

禽
〔徐
暇
愈
〕串
蓮
華
藩
大
同
之
世
｡
海
洋
諮
問
胡
洗
両

室
｡
諮
某
所
経
歴
欧
羅
巴
阿
非
利
加
並
遇
利
加
者
｡
謹

志
其
所
可
信
｡
間
補
懐
仁
輿
閲
之
所
兼
備
｣
云
々
と
記

る
rb
机
で
ゐ
る
ほ
嘘
っ
て
79
之
を
驚
す
る
rJ
と
が
国
雄

よ
う

0
此
頻
の
韓
を
付
知
に
調
べ
た
ら
滑
南
懐
仁
の
紹
介
し

た
地
理
番
が
支
那
人
の
世
非
知
識
を
増
進
啓
栄
す
る
は

典

へ
七
カ
の
あ
っ
た
澄
跡
は
少
-
在
か
ら
う
｡
前
二
番

の
如
-
遣
光
年
間
は
刊
行
せ
ら
れ
た
他
界
地
顔
藩
は
前

掲
海
外
番
東
銀
に
玉
堂
が
序
し

て
｢
方
今
燦
桐
骨
響
粛

志
者
､
抱
擁
寮
費
恭
之
念
､有
中
流
撃
棉
之
恩
}
外
洋
輿

地
不
可
以
弗
考
也
｣

と
云
ふ
如

き
:
叉
鰻
谷
世
弘
の
言

葉
を
か
-
る
在
ら
､

林
則
徐
が

｢手
軽
1
四
洲
志
;
切
索
.】

実
情
∵
(隔
砕
諭
.
論
宣
宗
瓢
林
則
徐
の
修
)と
云
ふ
如

望

E

.

加

1



地

球

蟹

宇

田
巻

く
､
押
寄
せ
る
耐
力
の
何
物
在
る
か
む
知
ら
う
と
す
る

切
寛
な
る
要
求
か
ら
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
を
の

要
求
を
濁
す
･べ
-
文
儒
略
や
乙
ゝ
ほ
見
る
髄
懐
仁
の
紹

介
し
た
地
坪
韻
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
&
の
は
興
味
あ
る
こ

と
で
あ
る
｡

次
に
寓
氏
が
支
部
で
著
し
た
地
球
巷
は
我
閥
に
も
流

入
し
て
江
戸
時
代
の
人
々
に
幾
度
か
凍
み
上
げ
ら
れ

る
0
今
､
管
見
に
入
る
も
の
を
上
越
の
順
に
従
っ
て
其

の
資
料
を
畢
げ
江
戸
時
代
我
図
人
の
世
界
知
識
習
得
の

馬
は
利
用
さ
れ
た
澄
櫨
と
し
ま
う
｡

西
方
嬰
記
は
山
村
昌
永
の
樹
鐸
釆
党
輿
言

(
一
八
〇

二
年
記
)
引
用
番
目
､
漢
土
の
部
に
記
る
さ
れ
､
同
番

中
に
も
引
用
さ
れ
る
所
が
多

い
｡
叉
.
文
政
八
年
頃
の

記
述
と
さ
れ
る
於
屋
高
田
の
於
屈
筆
記
怨
六
十

一
(
g
I

十
二
)
に
｢
西
方
史
記
小
引
五
大
洲
及
路
程
｣
と
超
し

て
西
方
婁
配
の
第

一
に
馨
げ
ら
れ
ね

｢
囲
土
｣

の
修
及

び

｢
路
程
｣
の
修
の
各
部
及
引
用
L
t
終
わ
に

｢
按
に

巷
骨
に
泰
西
利
猿
瓜
安
文
皿
商
憶
仁
者
と
あ
･Jl
利
喝
筆

が
職
方
外
配
に
倉
考
べ
き
沓
也
｣
(
囲
沓
刊
行
骨
本
枚
屋

節
六
鍍

四
巽

五
二

筆
記
第

二
三
石
四
十
九
質
)
と
あ
か
.
叉
､
同
港

(
四

十
二
)
人
魚
､
(
四
十
四
)
相
伴
風
俗
の
項
に
西
方
要
紀

｢
海
奇
｣
及
び
｢
風
俗
｣

の
櫨
が
各
々
引
用
ruれ

てゐ
る
0

枚
屈
高
相
は
｢
満
の
曲
鼻
孔
荷
任
が
人
瑞

錐

詔

順
鳩

十
｣

(
前
掲
肇

二
五

一
貫
)を
ど
J
所
々
は
記
し
て
潮
山
水
の

昭
代
叢
事
は
牧
ひ
る
諸
藩
を
見
宅
ゐ
る
か
ら
'
此
の
相

方
要
配
79
昭
代
叢
藩
に
喋
っ
て
見
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

次
に
坤
輿
間
数
は
江
戸
時
代
に
我
問

へ
飴
-
多
-
は

入
っ
て
ゐ
在

い
ら
し
い
｡
筆
者
の
狭

い
範
囲
の
調
査
で

は
唯

1
つ
山
村
昌
永
の
樹
謬
来
歴
畢
言
忠
之
六
エ
.I,h
ブ

ニ
ロス

テ
ン
編
入
多
の
煤
に

｢叉
泥

雁

河
ノ
地
中
海

二
人
ル

ノ

:1
3
P<

彪

'二

ノ
鳥
ア
-

放

尿

斯

卜
云
昔
時
此
藤

二
一
ノ
高
轟

ヲ
建
チ
上

丘
火
ヲ
鮎
シ
夜
行
ノ
海
舶

二
便
ナ
ラ
シ
ム

其
規
制
荘
重
尚
巧
妙

コ
レ
亦
天
下
七
奇
ノ
其

一
ナ
リ

O
D
O
Q
O
O
Q

獅

禁

釧
雌

盟

詫

鵬
鵬
鵬
稲
桝
朗
朋
露

酢
蛸
欝

豊

根
鵬
鵬

約
欄
港
挫
今

蒜

島

ノ
大

地

ノ
間

水

乾

キ

晶

地
相

連

属

セ
リ
｣
と
あ

ヵ
､
昌
永
は
南
憶
仁
の
坤
輿
図
説
と
明
記

し
て
其
の
記
事
を
引
用
し
て
ゐ
る
｡

此
れ
は
南
氏
坤
輿
間
数
在
る
番
を
見
る
こ
と
が
出
凍



れ
ば
何
等
の
問
題
は
在

い
の
で
あ
る
が
先
に
見
た
如
-

其
れ
.を
見

る
磯
骨
が
覆

い
し
､
叉
山
村
呂
永
は
宙
懐
仁

の
著
述
に
係
る
他
の
諸
藩
を
見
て
ゐ
る
の
で
右
に
引
用

し
た
同
氏
坤
輿
間
数
が
英
し
て
離
み
な
-
坤
輿
間
訣
其

も
の
で
あ
る
か
否
か
を
調
査
し
在
け
れ
ば
怒
ら
を

い
｡

第

一
は
右
の
山
村
昌
永
の
記
し
た

｢
南
懐
仁
坤
輿
間

数
云
｣
の
文
学
は
筆
者
の
填
る
東
末
文
珊
朴
大
撃
間
脊

舘
本
以
外
.U>
帝
開
聞
脊
舘
本

｡
静
嘉
壁
文
庫
本
等
其
他

五
つ
の
別
本
に
就

い
て
校
倉
を
試
み
た
が

い
づ
机
も
之

と

l.
致
し
て
ゐ
る
の
で
誤
-
で
夜

い
fJ
と
は
確
で
あ

る
○約
二
に
商
懐
仁
の
薯
事
で
坤
輿
間
散
と
髄
IJl
易

い
番

名
は
坤
興
重
囲
･坤
輿
外
紀
で
あ
る
が
､
此
の
両
韓
(
秦

間

｡
外
配
)
に
は
勿
論
'
両
方
要
配
に
さ

へ
右
.FJ>
引
用

し
た
如
き
文
寒
は
見
え
な
い
｡但
し
坤
輿
外
紀
に
は
｢
七

奇
｣

の
修
を
設
け
て
は
あ
る
が
石
に
相
督
す
る
も
の
と

し
で

は

｢
七
'
羅
法
源
島
高
姦
｣
と
あ
る
の
み
で
昌
永

の
引
用
し
た
79
の
と
は
同
じ
で
覆

い
｡

第
三
に
聾
者
は
宮
城
腺
之
同
番
舘
所
蔵
の
宙
氏
坤
輿

南
懐
仁
が
支
那
に
舶
介
し
た
せ
鼎
地
排
賓
に
就
て

外
配
及
款
岡
武
次
郎
党
生
新
減
の
坤
輿
外
紀

(
PS,づ
れ

7P
寄
本
)
並
に
鹿
膳
二
十
二
年
､
張
潮
の
編
し
た
虞
初

新
志
巷
十
九
に
壮
放
さ
れ
た
七
奇
聞
詮
在
る
固
唾
の
著

述
を
見
た
｡
此
の
七
奇
聞
散
は
四
座
金
番
線
日
提
要
坤

輿
間
数
解
放
に

｢
終
レ
之
以
こ
西
洋
七
奇
聞
訟
L
と
あ
る

如
-
も
と
坤
輿
間
数
の

一
部
で
あ
る
｡
山
村
昌
永
の
樹

謬
来
歴
畢
言
に

｢南
憶
仁
坤
興
国
琴

H
J
と
し
て
引
用

し
た
記
事
は
此
の
七
奇
問
詮
の

7
節
と
同
で
あ
る
｡
従

っ
て
､
昌
永
が
南
氏
坤
輿
固
散
を
見
て
ゐ
る
乙
と
は
明

確
で
あ
る
｡

滑
其
上
秋
岡
武
次
郎
党
塵
は

｢
嘉
永
三
年
康
成
十
二

月
除
目
校
詑
逢
谷
生
｣
と
記
る
さ
れ
た
坤
輿
国
数
の
抄

寄
木
を
減
せ
ら
れ
る
｡
此
等
は
疲
れ
ば
南
氏
坤
輿
固
散

も
非
常
に
稀
で
は
あ
る
が
江
月
時
代
に
我
問

へ
入
っ
て

(二)

ゐ
る
乙
と
は
確
か
で
あ
る
｡

第
三
に
は
坤
輿
登
園
で
あ
る
が
'
之
は
博
党
の
藤
田

元
春
教
授
も

｢
日
本
に
乙
の
南
懐
仁
の
爾
牛
球
岡
は
俸

は
ら
を
か
っ
ね
と
み
え
で
､
新
井
白
石
も
藤
藤
正
課
も

共
は

〓
昌
し
て
ゐ
な

い
｣
(藤
田
発
生
者
日
本
地
排
撃
史

翌

七

.d
三



地

紐

解

二
十
四
容

三

一
四
貫
詳
記
)
云
々
と
記
る
さ
れ
て
ゐ
る
如
-
'
ま

し
て
筆
者
の
管
見
を
以
て
し
て
は
江
戸
時
代
に
此
の
坤

輿
全
図
の
我
閲
に
偉
人
し
た
澄
跡
を
未
だ
見
出
す
こ

と

が
招
魂
な

い
｡
然
し
勿
論
よ
-
詳
細
夜
調
査
の
結
果
は

疲
ら
老
け
れ
ば
そ
れ
が
全
然
偉
人
し
て
わ
覆

い
と
は
断

ぜ
ら
れ
覆

い
｡

最
後
に
坤
輿
外
紀
は
山
村
昌
永
の
槍
滞
来
歴
畢
盲
の

引
用
薄
日
に
も
あ
わ
､
革

氷
五
年
(
)
八
五
三
)
に
篠
的

忠
元
順
の
証
す
序
を
附
し
､
｢
東
都
城
北
情
操
静
解
｣
の

坤
輿
外
記
樺
解
二
審
在
る
原
文
に
解
を

俳
記
し
た
藩
が

(≡
)

刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
｡
此
の
外
は
款
岡
武
次
郎
教
授
は
原

文
だ
け
の
翻
刻
本
を
所
赦
せ
ら
る
J
由
で
あ
る
｡
前
に

も
記
し
た
如
-
此
番
の
内
容
は
珍
奇
な
る
地
相
的
怪
談

が
多

S
の
で
人
々
の
好
奇
は
投
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

嘉
永
甲
琉
(
安
政
元
年
七

一
八
五
四
)浮
世
糟
師
柳
川
重

信
茜
-

晋

外
語
島
国
改
後
先
の
終
わ
に

｢
長
人
､
坤

輿
外
貌
､南
懐
仁
｣
と
題
し
て
､｢
長
入
閣
も
と
智
加
問
と

名
づ
-
地
す
rJ
ぶ
る
冷
な
ら
人
の
長

一
丈
許
遍
憾
み
在

マ
ヽ

宅
あ
ら
弓
矢
を
持
ち
長
六
尺
亦

l
矢
を
瞳
挿
入
口
小
飼

鮮
大
紋

望

八

五
四

を
淀
す
る
に
至
る
以
男
堅

不
し
男
女
五
色
を
以
七
両
に

番
で
文
飾
を
覆
す
と

5'
へ
少
｣
と
あ
わ
'
明
治
は
近
づ

い
て
か
ら
も
防
間
は
行
は
れ
ね
や
う
で
あ
.る
｡

右
は
奉
げ
た
様
を
南
氏
の
中
開
に
昭
介
し
た
世
界
地

班
啓
が
我
囲
江
月
時
代
は
停
凍
､
利
用
さ
れ
た
澄
跡
は

滑
仔
細
夜
鍋
宜
に
壕
っ
て
益
々
埼
加
す
る
で
あ
ら
翫

)i

利
粥

解
が
世
界
糊

を
作
る
際
に
も
･E
ら

次
の
如
き

漁
況
を
し
て
ゐ

′し
る
｡
天
子
に
捧
鼻
し
た

｢
そ
の
地
脚
に
は
キ
リ
ス
ト
教

の
揖
純
に
関

す
る
色
々
の
事
柄
や
他
宗
教

の
孤
謬
が
示
さ
れ
て
あ
る
の
だ
か
ら
､

.i
暦
人
々
は
そ
れ
.を
排
饗
し
た
の
で
あ
る
｡
該
地
問
は
骨
に
幽
玉
の

仕
肘
内
に
あ
る
の
だ
か
ら
的
王
に
し
て
も
王
族
に
し
て
も
､
仙
日
管

々
の
キ
リ
ス
ト
教
を
知
り
､
そ
れ
k

就

い
て
質
問
を
な
さ
れ
.ん
番
を

希
兜
す
る
｡
彼
等
は
他
聞
に
比
し
て
自
問
の
狭

い
事
を
知
り
'
恐
ら
-

共
の
･.F==
い
鼻
を
低
-
し
謝
外
筒
と
交
舵
を
結
ぶ
に
至
る
で
あ
ら
う
｣

(
l
九

1
0
舛
利
鞘
封
卒
後
三
甘
年
間
念
祭
に

制
氏
郷
家
に

伴
っ
て

ゐ
た
利

氏
打
雛
の
紐
解
番
を

F
a
t
h
e
T
T
a
c
c
h
i
V
e
n
tur
i
が
薮
蛇

し
て
刊
行
し
た

=
C
o
m
m
e
n
t
ar
ie
s
"

の
一
節
､

こ
でゝ
は
英
人
t

J
.
F
.
B
a
d
d
e
ley

氏

共
襟
引用
し
た
も
の
1
掃
引
で

あ

る
｡

T
h
e

G
e
o
g
T
a
P
h
ical

J
o
u
r
n
a
l

.O
ct.)9
1
7
P
.
2
37
併
収
)
と
0

私
は西
川
か
鬼

の
将

祁酢
炎
溢

杓考や
森
偽

仲
良
の
祇
脚
新
語
串

は
織
方
外
紀
の
記

事
盈
湖
東
し
た
も
の
と
抑
渡
し
て
紀

い
た

(
地
球



二
四
の
ニ
)
が
妨
う
な
る
と
典
等
が
南
氏
坤
輿
樹
紀
に
繰

っ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
.な
い
こ
と
も
な

い
.
然
し
勿
翰
用
岡
の
事
情
か
ら
十
中

の
九
は
峨
方
外
紀
と
見
る
こ
と
は
日
銀
で
あ
る
O
こ
1
で
は
､前
蛇
耽

和
地
り
い
づ
れ
_と
も
断
光
を
避
け
て
渚
北
淡
の
御
示
教

を
仰
ぐ
こ
と

と
す
る
｡
我
臓
に
於
け
る
南
氏
坤
S
r閑
散
に
就

い
て
村
松
紫
樹
氏
の

日
本
地
班
撰
史
(
山村
披
講
煉
地
理
撰
六

1
問
)
に
は
｢
元
木
白
石
は
元
｡

明
の
ぬ
啓
に
池
じ
て
ゐ
た
に
加

(
'
兜
き
の
絹
懐
仁

(F
e
r
d
in
a
n
d

V
e
rb
ie
st)
の
坤
判
糊
#
.
を
曲
じ
て
北
欣
系
文
化
の
利
個
人

よ
り資

料

を

柑
た
上
に
､
ま
た
此
の
南
牧
系
文
明
の
資
料
を
採
っ
た
こ
と
は

彼

の
世
淋
知
識
を
姓
だ
姓
付
目
に
し
た
L
と
述
べ
ら
れ
､
新
非
白
石
が

南
氏
の
坤
a
r問
祝
を
班
に
見
て
ゐ
る
と
さ
れ
る
｡
蝕
L
t
白
石
の
田

枠
組
聞
及
釆
盟
鵜
首
に
関
す
る
限
り
其
の
節
跡
が

触

い
や
う
に
思
は

れ
る
憲

宗

釆
箪

嘉

聖

の
芸

に

｢
笠

巴
鵠

他
郷

脚

碑

鳩

述

L
と
讐

蒜

篇

雷

商
機
宏

も
の
で
は

な
し

利

鞘

訳

の

坤
倒

溺
械
粂
脚
に
訊
紀
せ
ら
れ
た
経
文
で
あ
る
こ
と
は
其

の
内
命
共
他
に
繰
っ
て
明
瞭
で
あ
る
O
脚
'
村
松
氏
は
同
沓
三
四
ThT･F

に
於

い
て
利
.鴨
船出
の

｢
地
排
的
述
作
の
中
瀬
も
望

息
す
べ
き
も
の
を

坤
輿
前
納
地
刷
及
び
朋
地
脚
#
..と
す
る
｣
と
さ
れ
｡
輿
地
問
紀
な
る

啓
が
溺
僻
三
十
年
(
〓
ハ
〇
二
)

に
北
i=i
で
刊
行
き
れ
た
と
さ
れ
て
ゐ

る
が
､
制
鴻
環
の
場
合

は
叫
輿
鴻
組
余
聞
と
朋
地
問
批
と
別
々
の
も

の
で
な
-
､
朋
地
問
祝
は
教
組
中
の
祝
明
文
に
外
な
ら
な

い
｡
尤
も

利
氏
世
外
相
は
非
骨
に
大
き
い
の
で
耽
扱
ひ
上
不
仲
の
侶
'
後
人
が

地
糊
と
岡
紀
を
別
佃
に
手
銘
或
は
刊
行
し
た
こ
と
は
あ
る
｡
例

(
ば

絹
憤
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
≠
外
地
批
啓
に
就
て

〓
ハ
九
九
年
(
?
)
資
州
絶
骨
の
刊
行
し
た
と
云
は
れ
る
も
の
'
叉
は

孝
和
二
年
相
lB
L子
戦

の
刊
行
し
た
も
の
等
が
此
…れ
で
あ
る
｡
我
国
に

は
此
縄
の
銘
木
が
か
な
り
多
-
侍
っ
て
ゐ
る
ノ
勿
論
赦
し
､
此
れ
.は

村
松
氏
の
誤
り
で
は
な
-
高
槻
未
知
S
L氏
の
誤
り
が
引
朋
が
れ
た
も

の
と
息
ふ
.
(
高
槻
氏
穂
川
氏
時
代
に
成
れ
る
邦
文
海
外
地
桝
背
仰
退

席
史
地
十
九
の
こ
の
七
九
･
八
〇
第
参
順
)

故
老
は
中
川
久
四
郎
博
i
j.所
蔵
本
に
掘

っ
た
が
､
秋
岡
先
蝕
も
此

車
を
併
耕
せ
ら
る
･Jr由
で
あ
る
O

南
懐
仁
の
著
背
中

｢
新
製
薬
試
供
象
志
｣
は
難
解
十
三
年

(
1
七

六
三
)
に
帝
木
尾
陽
の
出
し
た

｢
品
陽
侵
蝕
L
魯
二
の

｢
紛
草
｣

の

樵
に
岡
と
そ
の
耽
明
が
引
用
せ
ら
れ
.て
ゐ
る
の
を
始
と
し
て
､
本

m

利
明
の
西
城
物
語
に
も
此
ハ
令が
見
え
常
時
の
怒
本
が
怖
々
に
布
衣

し

て
ゐ
る
｡八
､
結

語

以
上
南
憶
仁
が
中
開
に
紹
介
し
た
世
界
地
班
脊
板
は

就
い
て
其
の
由
楽
'
内
容
の
梗
概
等
の
略
散
を
試
み
'

証
に
支
那
及
日
本
に
於
い
て
世
界
地
珊
知
識
槍
進
の
為

に
利
用
せ
ら
れ
光
驚
跡
を
見
た
｡
利
昭
貨
や
文
儒
略
せ

ね
こ
J
で
南
懐
仁
の
場
合
も
'
彼
等
の
世
界
地
坪
を
支

部
に
紹
介
す
る
大
き
夜
目
的
の
一
は
所
謂
尊
大
覆
る
中

華
思
想
を
幾
分
で
も
世
界
地
坪
の
輿
資
敬
二
不
す
FJ
と
は

翌

九

五
五



地

球

鰐
二
十
四
番

依
っ
て
破
壊
し
支
那
を
西
洋
語
岡
と
封
等
の
形
に
於

い

て
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
は
あ
っ
た
乙
と
は
前
は
誰
記

し
LJ
如
-
で
あ
る
O
斯
か
る
彼
等
の
目
的
は
支
郷
で
は

勿
論
､
や
が
て
日
本
に
於

い
て
も
充
分
痩
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
｡
本
的
利
明
の
西
成
物
語
巻
上
は
｢
極
酉
の

南
懐
仁
支
那
北
京
に
入
梅
文
鼎
を
以
て
孔
明
す
る
に
紛

在
-
豪
傑
在
れ
ば
'
天
文
官
の
任
を
豪
卓
で
観
象
蔓
の

創
造
あ
わ
~
六
儀
と
て
六
晶
の
測
器
を
製
作
し
て
新
に

天
象
を
測
量
し
新
暦
を
改
革
あ
わ
'
鹿
撤
二
十
三
年
に

禿
て
大
成
し
.
名
1tJ
律
膚
淵
源
と
い
ふ
p
絶
て

一
首
巻
起

甫
憤
仁
が
功
夜
･C,､
仁
が
著
に
新
製
露
姦
儀
象
志
に
固

鎗
と
共
に
十
六
怨
に
'
測
量
の
諮
器
械
製
作
の
仕
方
及

測
淡
等
萎
刺
に
載
.
其
外
商
暦
年
間
に
御
滞
在
わ
た
る

徐
光
啓
が
著
は
新
法
暦
春
宵
飴
怨
､
及
地
的
我
が
著
に

七
韮
今
既
に
日
本
の
頗
暦
の
元
蕃
p
則
歓
雁
巴
に
製
作

な
み
'

然
れ
ば
天
下
の
父
母
閲
と
も
い
ふ
べ
dlJを
.
東

欧
杯
と
は
情
味
な
る
に
非
ず
や
｣
(
大
日
本
思
想
全
集
l

一
四
三
頁
)
を
ど
～
云
っ
て
ゐ
る
｡
此
の
記
は
必
ず
し

弟
六
批

男

〇

五
六

も
南
氏
の
地
班
藩
と
は
寓
接
組
係
は
夜
い
か
も
知
れ
覆

い
が
､
や
は
カ
彼
等
の
解
介
は
係
る
地
5
.番
79
亦
他
の

線
で
の
西
洋
科
撃
の
事
も
や
が
て
右
の
如
-
東
洋
人
啓

発
の
役
目
を
基
す
鮎
に
於

い
て
歴
史
上
興
味
あ
る
問
題

と
在
る
の
で
あ
る
0

此
の
小
論
は
秋
岡
武
次
郎
教
授
の
筆
者
に
示
さ
れ
た

丑
重
本
と
先
生
の
御
示
教
は
依
っ
て
成
る
所
が
多

い
｡

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
rD

追

記

o
此
ハ後
'
本
論
中
の
虞
初
新
志
は
文
政
六
年
努
末
六
月
に
宋
井
既
卒
な

る
者
が
訓
鮎
を
し
て
出
版
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
O
絶
っ
て
'
南

懐
仁
の
七
番
樹
祝
は
我
問
に
て
翻
刻
-r
服
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡

o
内
閣
女
郎
に
坤
輿
糊
耽

(
｢昌
平
坂
単
関
所
｣
｢
文
化
己
巳
L
等
の
朱

印
あ
り
)
な
る
編
発
着
不
明
の
銘
木
が
あ
る
が
之
は
内
容
を
見
る
と

｢
仁
等
飴

迭
LEZ真
申
寛
厳
九
端
里
｣

云
々
な
ど
の
文
句
あ
り
､

明
か

に
南
憤
仁
の
坤
輿
図
説
の
抄
貸
本
で
あ
る
｡
之
噂
は
横
倍
を
得
て
改

め
て
紹
介
し
た
い
｡
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1
九
三
五
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二
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八
)


